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評価対象種：フクトコブシ（伊豆諸島海域） 

令和 6 年４月 

  
資源の水準と動向「中位・増加」 

 

 

生態学的特性 

〇分布・回遊：九州南部および伊豆諸島の潮間帯付近に生息１）。 

〇年齢・成長：孵化後、50 時間程度の浮遊生活を送った後に底生生活に移行する。平均殻長は孵化後

1 年で 3.7 cm、2 年で 6.0 cm、3 年で 7.1 cm 程度になり、伊豆諸島では南方の島で成

長がより早くなる２）。 

〇成熟・産卵：産卵期は８～10 月で盛期は９月である３）。 

〇被捕食関係：テングサなどの紅藻やシマオオギなど褐藻を摂食する４） 

 

 

 東京都におけるフクトコブシ漁 

〇漁業：伊豆諸島の各地区で第 1 種共同漁業権の対象種となっており、重要な磯根資源となっている。 

〇漁法：潜水漁業により漁獲される。 

〇管理：東京都漁業調整規則において採捕禁止期間の設定（9～10 月）や大きさの制限（殻長 4.5 cm

以下）が設定されている。また、第一種共同漁業権行使規則において、漁場管理委員会によ

り口開け・口止め期間を決定し操業期間を制御する他、漁具・漁法の制限や体長制限、栽培

区の設定等が行われている。また、東京都栽培漁業センターにて人工種苗の生産及び配付が

行われ各島で種苗放流されている。 
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年変動率：6.29% 

 

図 1 水揚量の推移 

 

図 2 水揚量の年変動率 

 

フクトコブシは、かつては大島から八丈島に至る伊豆

諸島全域で多く漁獲され、1980 年代には伊豆諸島全体で

90 トンを超える水揚げがあったが、近年は藻場の衰退等

の影響もあり、特に大島以外での漁獲が非常に少なくな

っている。 

2003 年以降の伊豆諸島海域におけるフクトコブシの

水揚量は、2006～2007 年を除いて 4～11 トン台で増減

を繰り返しながら推移し、全体として減少傾向となって

いる。また、各漁期年の水揚量の 9 割以上を大島での水

揚げが占めている（図１）。 

本資源評価票では 2003 年から 2023 年にかけての水

揚情報から資源の水準と動向を評価した。また、資源量

指標値は水揚量とした。2023 年における資源の水準は、

水揚量が最大値となった 2006 年の 16.5 トンの 1/3 以上

2/3 未満である 6.3 トンのため「中位」とした（図１）。 

資源の動向は、直近 5 年間の水揚量から算出した年変

動率が 6.29％となり年間 5%以上の増加が見られたため

「増加」とした（図２）。 
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https://www.ifarc.metro.tokyo.lg.jp/archive/26,12748,49,248.html
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